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』1手藪醸雇ほ，』未肇ま鋳豪郵身％本人にまかせる一

　41．6％，高校まで一6，8％，中学まで一〇．1％という結果

　で，進学させたい理由は，教養のため一55，6％（人間性

、：を畢々・にする一27，3％，視野を広げる一28．3％），自 立

　のため一23、6％（自主性を養う一16．6％，才能を伸ばす

　一7，0％），実利のため一19，0％（将来の職業のため一

　10．1％，社会の一員となるため一8．9％）という結果で

った・子ども販抗期の撫につ哩，は～，，輿母こ対して

　あった一4LO％，なかった一36．3％， 一’

親に対してあっ

　たr19。1％ヂ父親に対してあった一2．1％とみており，

　子どもの相手をする1叢と：は，必要なことだ÷48，4％，r楽

　しい一38｛4％，．、疲れる｝ig．7％と思っている。．、

　、一（2）謎育児の実践 ♪1しつけの方針を決めるのは，父母の

　護しあ“rl47∫3％，’母親←27，4％， 父親r工5．6％。 しづ

　けをする時の方法は， 言葉で注意する寅言い きがせる←
　62，1％， 言葉でほめる．廿19」％ジ111雪葉で弦く二し1カ、る→

　16，1％ゼ体踊一11」4％，，何らかの罰←5．0％，』ほう びを

　与えるrL6％ーという』結果であり』 ン反抗に対する・父親の

　対処法は，言葉で注意する一37、4％，言葉で強くしかる二

　一27．7％，、体罰〒11．2％‘、見守る唇10．7％と・いう 結果で

　あうたる　　、　1 』』 ．』、　いだ　、 ＼　　1溜、1ン

　子どもの出生時における母子の世話は，祖母などが主

　にじて少し手伝った〒33．2％，．・祖母などど半r々 にじだ』

　163％，ほとんど独りそした凶ご6％でデ世話を、した』も1

　のをあわせると．59，7％であろ鵡乳児期の子どもの世話

　は揺母親を少し手伝うた“6317％』》母親と半葵に じだ向

　1L9％，． 自分が中心になって、した÷3；3％で，ξ世話をし
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　むして帆な腿と答えた父親の割合を’ま： と3めだ診すなわ
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窪他享父親の育児比関する藷識と実践にづいて

頼もしかった一9，9％諺わζて近づげながった‘8．δ％1

自分（回答者）に期待をかけれ・た」469％ドゆガ・いな人

セあった一2憾％1’子どもめ言うな『りばな1っだ一〇汐％，ゴー

過保護宅あぢた」つ｝4％どし、う結果そあづトた6鉦’　・11k・

　㌧父親とし七あ自芭像は，：優しぐ信頼でき畜r3軌9％ヂ』

巌しい』2510勿〆 萌るく楽しレ～」191往％，レ何セもわがま

まがきく 」ケ‘4％，’口 専がまじ琳二♪7洩％’i｝よぎ指導者一

5≧6％， r冷い二i、 5％』 単なる同店者』L5％轟・頼り・ない

二〇．6％，1・晧レく気分1ビさせお一〇．1％㌔どいくゲ結果であら

た。 …　　　　 r∋』r∵’＝・1ご』・一rド』P・ ・・㌧ 』・。 …

、・ 親とし物自己評価薗，廃疑は暫えなレ沸よぐや

ら亡いる」62』4％， ＝禿分まくφぢで》・る二4，0弩ぞFFよ

し｝と評価した者はら6旗落， 木充分であちだと思ちた者

は8．6％であった。子どものことは母親にまかせてある

＝14．7％，わからなし』一∫4ね％汐子書む薩放ら曇おけば

ま事一3．嬬と，・：評価を薗蓬し瀦1ま2滋％セ あちンた詑

　ゼ．』父親の社会的背景による肴意差∫・・

ゴ』集計結果に対し，汐検定を行なっ・たところ・・ い くつか

ゐ有意差示認あられたず第4ん6表中，ρゴチレク体で記

じた数字は』有意差ン（Pζ0；025ん0｝oO5） め認められた

もめである。　一・で
』｝ ぐ・1’＞い　』‘』㌧＼∵r　∴ こ涯・・：き

　〔1〕　父親の年齢をヒま6右意差△ 亭［ 臥・

　（1）　子ども観　纂4i菱に示¢甦曇ぢ拠ρ子どむ観比っ

いて有意差のあった項目は5・一望む字ども像（戸＜oio2ε），

反抗期の有無（劉＜σ，005）‘・・子どもの相芋をする時の黛

持＜9＜砿り25）・そあらだ評望む子ども像につ6七，壊0代

の父親は』φさじざ（6徹グ％）ノ朗朗頓9急％＞を〆3d代

凌）父親壱ま，F意志4）強きY（48．2％）・尊さ しさ＝（461勺勿）を

46代の交親はチ 意志め強さ（46ご3％）声乳儀正しざ《20淳

％）を，それぞれが他の年齢まり多く皇んで“湾σ1反抗

期4）有無について，』20代の父親ほ碁父母ば対 し《あぢた

」・（443勿）と容えだ者力略く1』なからだ（27，9％）』は少

ながった。・ぞれに対じそ疹6代ゐ交窺はlr なかづた（46』3

％）と答えた者が多 ぐI 焚母匠対じ宅あった＜29語％）玉

な少詮からた。熔O代ゐ父親は歪体の平均値に近レ～画薯セ

あらたポ子どもゐ相手1をすら蒔評20代め父親は，一必要な

とと飽（50’（∫％）ど考える者が多く》楽 じい（27診％）ン｝と

思ぢ者は少姦からだ6140代の交親は，と：樂しレ～ （始お％＞

乏恵ぢ岩が多くヂ必婁捻とと だく39∫6％）と考える者港

少濠がちたらきb代あ交親ほ両者め中蘭め回答で糞歪体あ

平均値k遙㌧・割合そあらた。・耳㌧』ll』』』』誰膨こ｛《欲

磁2）（脊兜φ実践笥第5表た未已だよ舜毒・育児あ翼践

について有意差のあった項目は，しつけの方法く鉛之

Ω．025），反抗への対麺決て壷之ωbi）’1であった。2d代の

父親は，・・含葉で1まあたり；・ζ26∋2％》疑1体罰を写鐙る（1喚．8』

％）ごとが多k，羨一40代φ父親はそれ比比しせ少い（ほめ

る」15．9％溶体罰轟49％）。1反抗ぺの対処法忙りいて

は，見・20代あ父親鎚・細親にま’がせる（25め％）▽εとやポ1

体罰を与えるイ（13．2露〉』ことが多くし 智葉で強』ぐしがる

〈1L4％）：：ご乏な少な専も一1方1ゆ40代の父親ほ，1言葉賄

強ぐしがる ｛（3磁％〉ごと・力移ぐ，体圃を写え却（213

％〉 ことぼ少巷碗・2δ代ゐ父親は“ずれめ場合竜両者の

中筒の向磐述ダ杢俸の宰均値に近い割合セあヴ瀧1・」つ

一『
2〕擁父親の学麗によ る有意差ゾ11己（踏、＝こ．’lr ’

　Ol‘1・子ども観 第41表に示したよ旗寄子きも観えづ

レ～七有意差のみられだ項自ぼ∫望む子ども懐（♪＜α01〉，

望む学歴く直＜0．01》進学さ せたぴ理由（亭《0・ σ1）で

1あらた5ド望む子ども像にづレ｛ては， 創造ガど素直さに有

意差が認あられた6天学傘め父親ば，創造力く14；4％＞・

を望む老ボ多ぐ，〆 素直1さ』（6乙2％）は少なかっiだが戸中

学卒の父親は，ヤ創巻力（5ガ％〉 よrり素直さ・（10．0％）・を

望んでいたポ高校卒め交親は両者め中商の劇合で，全体

め宰均値比近い向答であらだ。第2蓑ば示したように天

学卒の父親は33．5％であっ
たが，・・そあ・うち5マ」5％め者が

子どもに大学までの進学を望みゴ高校 まで槍1語％，140．3

勿の者が本人にまかせると回答 したポ高校挙め父親は

46．1％で憂子ともは夫学まで一48．2％，高校ま・セ」3∫ 6％f・

中学まで一〇∫3％，本人にまがせる」如．5％とレ1｛う結果

であった。中学卒の父親は10．4劣で1 挙どもは大学まそ

品32，9劣1 ＝』茜校まそ」15・7％』 r本入匠ま痂せる曇48」6％

と・いう繕果廼あづた。進ませたい珪由についそ，』』・大学卒

の父親ほ許入尚性を豊かにする，1・視野を広げると“う激

養（63ト7％）めだあと答えた者が多く曇将来ゐ厳業たあ〆

社会め」員曾濠るためという実利酌理由〈11泊％〉比よ

る者ほ少濠が らた。〔商校卒の交親壱まiし教養（63源％）（め

たあが多が冠だが1』串学卒の父親は，・教養（3勃1劣）のだ

め矩距自主性を養づ1本能を伸ばすとしいろ自立（1観6％）

あ泥めと・答えた者は少なく ，奨莉的理由（⑫816％）範ま1

畜者分罫1他ク）場合より多力三らたよ1・ノ・写IF㌧Fk　♂撫1公姻

♪ ⑨ヤ脊児の実霞P第5 表に示しだよ（うに誘育児あ実践

比づ》・そ右意差ああぢた墳目1まIN出生時におげ畜母子め．

世話φくolbo5）であらた。・大学卒の父親は1ド祖母な宏

渉主そ少し手伝らだ（3617％）野そぼにレ・なぐズ何もそ曾

なからたく22♂6％）都多く・，㌦ほど舞獅冠た（4甑

％歩者は少ながづた。 中学卒め父親ばン『はとん習独り聴

じたて（201も％＞者が多1ぐ，ゴ祖母な碧が主宅少し手伝ぢた

（2油劾ゲ惚ば呂趣なぐて彿でき勒｛廠（（i舗％）

者は他の場合より少ながぢたづ・高校卒の父親ほ愈両暑あ．

繭め露で1・壷体の平均値1ヒ癒謝谷矯駿．（S）

δ③＝』 自分φ交親あ人柄＝・交親φ盲芭傑・ヌ第谷衷に示導、

一39一



∫㍉∫日 本総合愛育研窄所租要三歎rぎぐ第玖集ぎ1ザ

たよ：う瞬目分＠冬親Q〈柄（阜く儀91）浜び冬翠の臼旦豫

コ〈P〆くO・PP、こ蟻2恥ズ有童差淡みられ左姶大学楽の父輝

嫉務自分硬冬親之ウ厳しかわジ凱（ββゆ％》，父優曳迦皇な

・1（1＄・ ヌ影〉舜頼 勤レ窮咳た、3⊆1奪．9綴竣．自分睡塑侍をた嫉

劉旗く隻系紛撹みζ険り， 中学楽ρ匁規は秘激2て
お重）殉為鋲2袈3彩），勇わ・ぐξく近づ㎏蓼加鹿た三q4⑮髪≧

と答きな考粧多くこ・1厳しかうな，、⑫1・讐％）舞優レか沙、．衣

（11。4％），、罐藝もレ恥っな．レ（蛋β％），瓦貰金犀期待を訣蟻で

いた（L4％）と答えな者1迄遠顧他の場合鋭 身珍な力預糞。

木巣欝の客題嫉自分自身奪ゼ擾し二桑信頭で蔑ゑく44，2％），

よ艶指導者）貿曳5影）』虚遜てヤ滴煮堺多K
振 明資忘崇．し

弦・愈P沸％弘）∫何でもわがま蓬揮き（≦（浜転2綴）・1 目やか

皆斐ヒ聾（昏違幻）で嚢みて距｝る者嬉少なた黛な。1』、中学挙の

衆甥鋤輿継ミ楽晴｝（％1％〉∫ぐ何魔蘭2屡講，力茎き1≦、

・（14β％）夢 ．月．勲縁頃漁鐙脇：（と渉ζ》過考ウ滲

忌・r優レ6漂頼できう』く築φ紛，麟賞指導考1⑫9彩）、

堂みてい蚤煮跳侮Φ場合ホ越少なむ本な戟し》ずれ¢）項月

炎？k噸喪・．1庫棟第④冬舞堅両者の中間の園答でぺ、全体

璽乎蓼轡噸ヒ創倉雪あ袴た。一；』rll』“コ
罫、き1 ：

e、丘3滋要象親の噂…獲鱗よる有憩差1 で 痔 』．．7
二・＝・

ド ，

ゴ1衆麹φ聯業騒？喰で嬬ヤ第2表に示したよう礁，rこ事務』

棊悪専閂職勇貧理聡短箋務戦）∫と掠能系・（販売職べ農曇

漁挙矛運輸喪通僑職，，・絞熊職，：保安職，．北驚ビ不職※Φ

手？婚漢嬢ウて橡誼妻衣ら． ヲ 1 ・1
〔ン

＝∵・：＝、，｝一二 、、r ジ

訳（ヌ扮ト子ζも観あ第4豪にし丞したようセこ・’子ξ重、観セゑつ

恥て有憩艶のあ弼な項目嫉か望む子ξも像（塾く飯ρ1），≦、

望む学摩（澱くq、釦5》，：＝進学1さ．せな吟雍申（Rく％g鰻》，、・、

子・ξもΩ狽手ゑ玄る、時Φ気持 （IP≦（0ボ025）、であブ橿）望

む子ξ重像の うう馴潭力鴫？いて集 賓笏矛Q禁親⊂（2裳蚤

疹）（璽方茄璋弦熊糸の傘鶏く12r尋影）．よりも多≦望んで

鮫な愈審務募㊤婁規嬬鎌子ど・もΦ3隼学礁9k》《・、』 太学ま

麿鰍多紛郷櫨ま燈llく1∫ 吻，蝉 麺⑩3彩），。、

本娯勲瀞1＠贈紛、1と，回答隣餌対レ，技能系

の父親は，大学まで（3灸5彩）戴高校 ま・薄．（1賑4彩）ゴ』本

嫉鞍賄》（樋％鵬㌧）姻答で勲鞍避戦せ
准ヤ理申辱2k｝潅71｝癖跨蕃の傘親斐ち 、教養硲うち人間性

を豊か㌣罫するヱ（鍬ρ彩）ピ・≧』しょム理由碧重迄．じヒ，・技館系り

糊は1覗野炉脳五（32賜》ゴ・融鐸嘩郵 じて

レゾ；或をり他瀧実利駒理申，＞自立gな砂に乏．Ll技能系㊨冬

彩碑）衷が重を藍て講》套畿蚤！ξ も久）相手を亥う隣・、1邸笏系

㊤冬翠恥楽越｝ン‘鶏P紛’≒思う都1・』摸態糸の場合

（終§慮多＞ゴよ玖灸よ穐ジ痩匙喬・（1β←4％）』亡答夜な者ヵ…il

技懸吻鉢く2即％》漁陰少なか逮賦、．こミ＝ぐ膨，；甘，・

（21，趨④職！擬隅鄭・瞬＝よrう衛醜卿識

尋ρい饗嫉這養し？｝願．法くさP＜1餌∫起（歴）1蕪輿生聴を三お妨る

興瀦の世話、（～≦q・qoの鋤子、ξ迩璽相手を亥う時豚か鱒

力財？る木㌃ （夏くq、P1）乙、ぞ）豊項目起有離がみう、匁な娘塞

ず賦1レ9け ρ方法の、ゑ蛮， 言葉頂ほ1め姿忌占二が瓢事務系

の父輝（2躍％），・堂挽、≦・1・、技能系鋸親（13ゼ7紛，1、獄

執塵つた。 迭セこヂ出隼時犀おけ資母モ◎世護琴？酸獲み

愚ζ応祖母なξ擬実播少々手伝ラな堂答きた者はヴ事笏’

系⑫衆舞㊥g㌧5影）の方が技艇系ρ父親，g8㌧3％》些像多

かゑな益辱索んど独り、でニレな1と答墨な者はザ、1技態系璽

衆親・⊃（；4瀬％）・の方帆 、声務系㊨父規』（4，β彩）． 31むり1）多

かった。子どもの相手をする時については，父子だ岐よ

答孝な者が事贅界の馨趨と：（45三マ勿）…㊤亥が雛能系り馨親

≦β乳吻〉｝より 多る亡飽家¢〉子蕎も魁如わるの嫉、亭笏

系り父耀 （鎚％》 擢髪識態勲糊．く7，Pη、りか

多凌診福∫唱』：r』il’…駁．¢．ヒ ・’

腎二二
』1』㌃、ご．r，．餌1

』1（β准、馨鶏P自弓像ぐ自弓好無第16表に不レ、、むよゆ

に顧衆現の自こ1馨鍾玲く似qヌ）i、ζ、自員評個 g£橋0。ρ鳴）

に有意差がみられなう）1冬題璽良員興Ω姦桑，ξ“優長く．停頼

騨融答越翻、、．麟麺糊（蝿幻，繊漢能r

蒸卿親〈3鍋綴）演讐動》纏略輝憾鵯蘇、
伽礎鳳はド帯務系餓騨・・声分部・や潮熱・ゑ
（5、1％），不充分であった（11．8％）が共に技鮨糸り蓼規

（充分一2，9％，不充分π匙3多》；よ辺多か含た。［C

ぐ・豆烈子ξも（q持？袋件に蘇登賓章差　き讐♂3モ　a 1

，（〔襲〕 鵬隼嘔位匹キ盗有童差1ミ葵．六， ，』』．』識ン。1ンr／

1、二（犠．1テども窺溶第4表呼歩遇ζ為占うセ…・顛彗三原倖礁蛋

鋪澱有意差のあゑな項駅郵・頒ζ筑瑚ρ有無迄？≦⑨壁）膜

2レ糞圏くで勘ゑ福羨1：柔t子曝冬母亜謝ず6厘蚊卿IP％≧，

母鶏嬉暫すう厘筑1⑫0・4影身．が第2丞以キ志り，砦≦・企箏

2テ以卸墨、反控瞳麓恥傷な（蛭摂髪溢’＝麓鶏嬉輿漢ゑ蓼

期3銘）シカ1第r嚥岬．卸’、つ。膨」 滑汎＝二く献
レ㌃（蟄』、、育児吸実践』♪ 第5舞艮示．し覆よ，う鴎・育塀曾案躍

照て2唆蕊有意差gあ咳な項目ヒみな、畢隼時におけ委母テの

世話∫£く0鼠qp5〉，kl乳犀期Ω埋誕（p≦Q， og5），，子どもの

相手を解時1瀞屡力吻鉱窟くQきo黛勲礁・想
隼時腫お咳る母テゼ）世謡鉢羽曝豊ん，苓鞍咳璽 レな郵㎏急

衆毯越・、テ蕉郊が第 2・モ塁ギq24％） 、マ〉場食監簑匹 テ
ニ（6趨寝著誘り多物 ？なカミ貌柔曝を越♪薙≦派卿虜袈きな

力葱雌籾ま・、魑2．子以寿（鰍7影》 より．第蔓 驚（亀蹴

影》∫・9揚合φ方が多かっな蔓i子ξ葵忽相手奪すゑ時第玉

テ繊餌1む．鰻だ1垣鵜 7紛噛鋒家吸鞘⊆照
％）が第2子以上より多く，。第2蚤以＃り易倉1静讃勲き’

曝旋、（与9・彫）凄迦樋験⇒塑嘱》鰍鍛）愚り

多かづな転・∵、
き 』，綴 』さ二、㌧』 ㌧r ．ハ ズ」、昏ン弓、・酔

∴郵盆ヨ．…モど画¢）悔別腸βζる有意差猛学
、一

y　．（ε9σ．〔＞

8．（P）く涜遺も観：二．第宍表匹丞レな蛋勉駕丞・ぐも観餐費

課4q需



窪他学焚競の育児匠関渉お認識乏実践応づいて

寿・拠看意差のあらた項自ほ器望む子ども燥適昼＜0めめ，

進学1させた》理由＠《olbσ5y宅蕩だぎ塵む子輪像

め1うちヂ愛児よめ舅児に多て 望むこ・とほ能力め意志め強

さ傷児』5619％汝舟」34乙11％》1創進力娚児昇2齢％す

女児」1妊8％），：がレござ（男児：亭盛8露‘『ヌ女兎r1鴇％）

塗あ♪り≠勇児よ倣慰諺く懲む琵1測性格ゐう、ち，・・

φざしさ（女児L53i3％1 男児調40手9紛，く蚕直巌女箆丼

io…‘5％’男児鰯．o％）妊あら嬉。灘学さ せ握い理由比

ついて，実利的理由である将来の職業あたあ参女児（牝5

％）より男児（11，9％デに多マ，ゴ証曇め尊員と壕る述め

1力隅児（5・6影）より綴（12・1％斗’畷砺た・r曄

奔うち撫伸欝ζとを冷げてし遡レ映娩（吻
よ■ 児（9．7傷）に多かづ£．　 ．■

i灘） 鱒Φ韓撫教歩馨絶葬・育勲鱗
、に酬瑞離の謝師瀕蹴．じつ吻方断P：
＜σ，025） で疹 ぢた51’体罰を与える二ものは1女児（71i5％＞

より男児＜15，0％）に多く11億親にまかせるもめは男児・

文験0％〉』まり・女児（哲2驚ンに多かち灘♪ 』・く㌃P・・』ヂ

ニ曜’母親の職業の有無にまる有意差二・ド 1協＝∫・ 宮．ll

｝貿圭）号子ども観る第14蓑に示 したまち に」・1子1ども観につ

い之有意差のあ’らだ項自はi1』望む学歴1 （や1≧0，b25），乙 進

学させたい理由（戸 ぐ0の05）であらた蕊母親が無職の場

合， ・父親は子ど1もに高学歴1を望んそ“たぐ（矢学ま≦では無

蕨≒磁．2％£有職←血盈％罫ものが多ザ輸進学させたい

理由憾必教養凌）人筒性を豊が二にするが有職め場合』こ（1瓢3

％〉・約無職の場合～（3幡％）の方1移腸た虚桝
遷勧・了宵児め実践・ 第5衷に示嘘たまうに〆育児め実践

オ有意差4）あらた宅頁・目をま‘∫曳1…βし児期め世話（Pく0｝025）㌔髄

あ」うた31母親を少1し手伝らたは令母親が無職とづ場合（67ン9

％＞の方が有職の場合淀56誼％〉よ、り多ζ鈷母親乏半遅

㌍む泥は1’1有職の場合（1715％〉の方が無職め場合1（10‡0

％〉’より多がちたし…、玄∫設；き畏《 ：iン父　，ンーヴ・・二1∫1胆辞長

　（3）父親の自己像及ぴ自己評価1し第16衷に示しだよう

に，母親の職業の有無にぎち之1二く父親あ眉1己豫9（凛く

Pゆ湊≧∫自己坪僻嗅セく砿無）容有意差がみられたし衆

鵜羅翻離講萎織l
i暴り多［く，厳し馳答えだ者は，乏有職の場合色もぼ％》の

甥噸識の鑑（2輪％）物動・っ鵡㌧雄鱒纏貞

1　　　　　と　　　　　l　　　　　r　　　　　　　　　ll
i無穫：1卜察ヱli：響，，弱鴛膣i

1一父親の望む子ども像はヂ第占に性格 （やさ しさア・明朗

慰な建）駆軟1に能力に意志の強さレ∫創造ガ壕ど） ・最後に

社会性 ＝℃友欠1乞休よ1ぐ，，礼儀正：しさな1ど）1L で あ 写だこ

とllSまだ子セもの相手をする蒔他家め子どもが加わるあ

をま1＝㌧わずが4．9％老し～う結果がら考える乞，工父親め役割

めうち鼻辱「子 ど一もを社会化ず葛11こ老にづ“七，・父親ほ

あまり重要に考えていないように思える51』1骸う『流弓

弓育児4）鍵践にら6てほ，‘母親まがせに してヤ～る父親も

偽だが；；…君割前後の父窺は何ら演め形で育児比参加し亡

た苫雷虻る。，℃か観』二じゐけの労針を決める建志を母親

をこまカ、せて専、るタ1親力宝27」4％あ りゴ渚ヒれすま‘』工家のiリ 4ぷダ

ーとしての役割を放棄しそい1る傾向を伺わせる評父親が

一家のリーダーとして存在するためには，戦前の父親が

持ち婚・たよ うな権齢必妻である結われるがy遼の
戦前の父親め権威にづ仏之，『・申根Uは次めよ1すに述又定

》～るよ’「自本社会セほ鍔家長としてφ父親に権威が≦ちら

売計益確には家畏権が声俗に父権乙と呼ぼれ宅群た。・また

蒙畏権ほ格が高．4”』財産た二も恵まれた家菱にお》・淀行使

された時レ≦理想白勺な父親｛象を生み旺1：じため摯ミ条件め整お

な“家々ではヂ家長権ほあら蓬1も権威に実質が伴考 ：そレ～

ながったり、自轟方的壕押しえ〉け矩鰹他め家族め自由を犠

牲によちて保た縦睡もあ凝詳さら顧紳嫁族ゐ
個菱人に対する親愛の情め蓑現が貧℃示3たため抄他あ

家族は父親を敬遠氾鼻親愛関係は相対的に母子間た求め

ちれるようになっ℃『さ実権を母親が握餐とぴう例も多が

ったポ」L般に権威が形成されるためには権威著笹権威に

服する者の間に一定の距離が必要そあ〔り嵩権威｝と服ず畜

者の人数が多いほミどFその権威ほ高．1ぐなお爲　纂τ梁

と俊点ゆ呼沸朝鱗鱒砺父紗礪鱗
自尋橡と，して鳳答し㌃；と声ら考えて養るち”戦前g零

継滋を鰐て戦筋うと翻で論6繭も師
鋤紬劃撒親は子1ど馳とっ彬卵す1ぴミ擁
i畢軸の交齢優しい擁砺った曇缶1魏6交

綾灘盤麟磯犠臨謝
‘竃の傾向ほレ・他の調査でも同様の結果が報告弩れえい

るが前述の風間砥の報告でほ， り小学生の頃め父親めイ浬

，・ジ差：し之調査がなさ紅1亡》マるが培がんこだ1ホ態1箏驚

翠～， ぞ子・ども1と遊老まない1 署普し二あ1ぢ機会‘ま少恥『i聖薮＝どし｝ず

れあ場合も自分め父親の方が自分よ二か多肉回答艶あむ・

売詠約10年前に報告’された詫摩31に蛍・る調甕寿も忽昂薯

；もに鹸しひのは自分の父親の方であるが罫や＝さレさ謎理

解£子どもと遊ぶ芦勉強をみてやるの項・目にb恥滋は津

漕分の方沸圧倒的に多い乏い1うこ とであぢた‘溌煎1話f∫

C・結局，・戦前の父親は社会制度に支えられt権威を保O

に竃撃できた然，，全員が構成を持弓ていたわ・げ誕轍i鞍

藤幽現在の父親は1い家長制度を失い11核家族羅子ど為数』1：

も少なく，権威を保ちにくい状況におかれているが，。父

一壇一
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親自ら艇子どもξ親彪g関係を持？首とを望をでいるよ

iう誓あう哉この；と憂ま，」風閻励の報告寮（「父親々子ど．も

の間瓢、母親と同様に密着型嬉なφてや為遭と考察して

レ、る ことと一致するる 1冨・二．〆 ’∫＝】 気え．、、、

、
・中根り、は‘』「父親の存在なしには社会は紅織されない

：し，』家庭内嬉むいて父親にオγ憾欠羽㌶の地位を与える

二と揮ム類の原型でおう。」と述ざているが，。今筏、馨競

の権威に2いて舜父親にどのよ’譲；認識滋超いるのかジ

さ．らをζ明、らかにする必要がある。寄，』1☆1』よ．こミr』』 』1～一

．、、忌二畝＝『lill』r『｛ 1＝、 ・ン』．r』』．♂」ドンー葺．
』、

（・こ衆親の社会的背景セこよう∫6弘父親の育児に関す多認識

之実践に差が生じるとレ・うζ重がわか》た拶淋それ隊育

児の築践面におけるよりも・㌃卸研過鋤；おいてであ

った。．．ζめ塁とは一．’育児における最ではな．く鋭質的な面

で班子どもに与摩う影響輝大きヤ・・≧言え武うボ20代の馨

親と40代の父親を比較してみうとF卜20代㊧メ親に子ξ郵

の性格を軍視覚1反筑期ありとみてチ蛮マ之ナρ集践で
壱弟 子どもの相手曝必要なこξζ考え取ほめた㌦体罰

を与：柔たり轟第 7表に示したように避びを1リ，7ドし：てジ

熱心にi子ど重を騨且肉でい姿反面らr）母規まかせに、して魅》

る者．も多かうた。 ．；れに対し，、40代の父親賎1子．ど！もに

礼俄を重ん・じてい’る1叢とに特徴があり，子どもの相手を

楽！し湊ながレらジ 1言葉にょうてしつけ，20代の父親よ鍛，

育児嬉余硲力1感じられた。

　第了表家族饗遊ぶ時リ←ドする者 』．、 、：．
』、

．客親の職菜嬉よクても結果に差だ遜うれた壷、奪贅系の

衆親1ま，， 塚族だはで矛≠fもの相ヂを肇曳ゆ燈めるが∫．衆

親と1レ7ζ不禿分で孝》うな室思いゴ．錬解系のづぐ規に畦他家の

モゼもを卯えズ遊ぜじ』子ぎ遇の世話轟與確醸て楽㌧舟で

レ｝勧1・疲婦虚答麟勲多砺た姥型嚇徴⇒％
った6第 屡表犀示したよラに，1・ 窺務系の馨毅ζ大学卒の

父競と技能糸φ袈親と中学卒り父親1ま飢、お耳いにオr不

ラジブしており』職業と学歴をジそれぞれ狂享した因子

として考え難い面があゆな。

、第8衷1禁親の職業と学歴の関孫冒ρ

＼鵬鷲，
蛮務、糸「旦1』1β3』遇1β．4q・9

1球態矛・ 1．甲弓＄：8・．17エ・、59・6

天卒　計
人．レ写

、

人1、

』3蛛7多ゴ71290

44・ 2L3 272

　　1ノ　、

Nllン

・⑳犠く奇1』1

囚

36『一代 　40 代 7計『

別入．。％

客、遡 ・漣3・4鎚
・‘8、26軌7r㌧k　　　“

，・

年二，。、kr⊆

、」＼魍、

　一・　プ

．ゴ58

、、 　　丁　　　　一　　　　．

、8

・98・呂3・3・，字9－

19，7、「11

30、、44．2「、 21、38。9

　　　　30．0　　　／

　　　　20．

2．7T ’3．7』11』 2．9

431
77
　34。7

，20．4　ン　　　r

59
42．1

べ父親の学犀駒熟、て考えてみる とヂ、どめ学歴の父親も

子とめの進学ぱ大学までと望んでv》るわけではな．く，、自

分の学歴の7烹雲グ上の学歴を望んでいることがわかっ

た6“中学卒g冬親≧大学卒の父親を比較してみる≧，，進

学を望む理由疲子どもの世話などの結果からザ中学卒の

父親は霧生活の場面で子どヒもに接することの多い具体的

な慮在」大学卒の父親は弧子どもに接することの少い抽

象的は存在と疑う ことができょ，う5』学歴によってはっ一き

りと差があうだのは第6表に示したように， 自分の父親

卯本柄の見方重あるじこの差が何故生じたのか，今回の

調査結果からだけでは判断矯きなし・か，，父親のあ り方が

子どもφ将来に影響を及ばす、ことを云唆しズおり興味深

い。【 憾’1ン詠」ド・こ一隣、☆！1㌧）：』L＝イド・・．

聯）ll』681・・…1凋、1・：…1レ＝2・71・㈱ll562

　　　　　　　　　　rノ』、
　今回の調査結果のうちf．子蕉もの悔別による連いが第

まりみられなかったρに意外であrった〆望む子翠も像に

ついて，、男児には能力ゼ、女児に嫡性格を重迄翌そ傾向が

あっわが，絶対量か1ら貿：え壱蔀 ：健康で乖気のまレ、導1ξ・

やさ即』） こ1と，1意志が強いこ1とに集約されうのマある贈

これは∫．前述の詫摩影の調査マも同様に乳 男女差越訪零

り見られなかった♂すなわちピ 望む子零泊像き激． 「活発

でジ ：積極的であるrこ、と夢1誠実で社ξ交悔，～、自虫性臆富んで

．ヤ）為ζ二と．1：となっヌ；お乙旦・，（女挫嬉にそ竃賊葦袋タおとな」レ

1さ空望んでいるとレ・う程度であう塵。、、し蛮↓釈望む単歴

に？㎏ては，r男女差が勘か、づた』ものρピ｛第£表堂；示した

ように， 大学の内訳をみてみ穀と‘、1女児に爆舞大までを

望む父親が多くヂ明らか1こ差があ多の酒あ蚤σ ～・ のこ≧

は置現在¢）子ど語像につやては薙を奉ない灘ののゴ』将来の

進む道について，父親は男女差をつけた考え方をしてい

るとレ》、う、二．とヵ妻できよ＝うじニンτ言．」鼠 、冤ざ§，　一’へ　（な

　　　　』望む学歴1〈男女別）♪ぐ．叉㌔＼搾函』、．． ’1＞第9表

男児
／人1

中、学ま交ま，、で㌻

1商等学』校まで・．．巧

短六・、j高専ま蔭・、4

一大　学　ま：で 　119

大学院以上　　33
本人まかせ　148

ノ　ヤ　

努、

ご安

オ引逐 二痴．男．、

．rP・3 ・こ

4響7　∫ 、28

　　　0
．’

．1．3．

37．2　76

10．3　10
46．3　129

、プ、』ρ
、1
1

　　　，5610．6

｝241919531、2

3・3脚’β・9
42．3　　277　44．3

　　r
』㌧　，　　　一

．1出生順位によ、って差のあった項．目昏茜ご子どもの数が増

えるという物理的変化によゆズ，．結果に差が生じるであ
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窪他ご父親の育児に関ずる認識と輿践にづいて

ろうと考えられる項目ぱかりで，父親の子ども観や育児

の実践に， ．根本的な津い もたらす要因となって込な鳩ぐ

思われた。　　　 ㍗らでー 瓜”』じ㌧．， 、さ
：．∴』

二

母親の麟殖畔叛～』 鰐嘩甦隆であろ
うfと予測される項目は，育児の実践面においてである。

しかし今日の調査の結果ジ実践面で差があうたのは｝、乳

児期の世話だけで，母親が有職の場合， ．‘父親ほ乳児あ世

語をよくしている二比もがかわらず，宙己評緬獄不充分で

あると答えた者が、多か っ．た。母親の職業¢）有無に零っ

て，望む学歴，準学させ為い理由，蓼輝④印ヨ1象にド何

鰭が生じたのか不明である・、母糎騨殖無は・ 父

親の社会的背景と深く結びついていることが乎憩される

が，今後は，母親の職業の内容や時聞，家庭内における

位置づけなど、も考えあわ塗なけ顧まなら’ 妥｛遇あるろ

う。

，以上，みてぎたよ うに，父親の育児に関する認識や実

隅に影響を及ぼすど考えられる既．子ど，もの綱や出

生順位，母親の職業の有無といった条件よrり転 父親の

年齢，学歴，職業な と，『’女親の社会的背景による条件で

あることがわかった。

　今後，前述の父規の権威と共に，父親の役割に対する

父親の認識と実践についても調査を継続したい。

V　要
．約ll

父親のあるべき衡聾9糊弊？解の稚研究
は，母親のそれに比べてまだ充分ではなぐ， 虜らかにさ

れていない点が多い。　ず、 鼻、』，。』

く神奈川県下の2保育園，3幼稚園の協力を得て，アン

ヶ【ト形式により・棚ρ蝸輝の子ど蠣，醐参
加の状況，それらに影響して玲う要因について調査し

た・回収率は79・・郷75名軟癬ら回魏得た・

　最多の回答による と1，1「望む争ども像ほ， ll鐘康で元気

がよく，やさしく，意志が強いこと。進学は教養を高め

るため汰学までか本人まかせ・、 子描の反撫雌騨
対してあった。子どもの相手は必要なことである。しつ

けの方針は父母の話しあいによる。しつけの方法は言葉

で注意する。反抗に対しても言葉でしかる。子ども生ま

れた時の母子の世話はあまりせず，乳児期の世話は少し

手伝う程度。現在子どもの相手は時々する。父親とし

て，よくやっているという自己評価。父親自身は優しく

信頬できる存在であるが自分の父親は厳しかった』とい

う結果であった。

　
　、一乙　鉾・、、　一　、　

　現代の父親は，，戦前⑫欠琿嬉比圏資ち子どもに対し

て親しみのある存在として，子どもに接近しており，権

盛琶ぐ序どもに 侮蜘壱お硬6二歓窺巌な
くなっているようであった。また，子どもに嬬社会津

よりも・性格能力を重んじる顯醗られた。
、、，、

　調査結果を， r子ども側の条件・（性別， 出生順位ンと父

渾り齢的背景榔よ1蓼職検酎頃とこ疹1’後者に

よ磁吻が多⑩寧に髄れた・、糊の鱗別で
は，望む子ども像，反抗期の有無，子どもの相手をする

時の無持』し？けの方法1反抗への対処濠の5項目に差

力1あった。 蓼舞の学歴別では・望む子ども像，進学・1子

苓もが生まれた時の母子の世話，父親自身の自己隼， 自

夢Φ父親の人梅砂5項尽に差があった。衆親の職準別で

暢望む子 苧も像， 進学，子どもの相手をする時の気

痔・しつ卿琳子ど輝生まれた時の母子の臨，

子どもの相手をする時ほかに加わるもの，父親としでの

自1己評価の7項目に差があ った。

　以上の結果，1父親が子どもに働きかけると・き，子とも

側の条件よg、も，冬親の茸窒申輩翠の方が貯子考も応与

褐辮は大軸と鱒、黛勲か？た・1

　最後に，この調査に御協力いただいた，和泉保育園，

二本松保育園，相模白ゆり幼稚園， めぐみ幼稚園，．海老

名弄なみ幼稚園の関穣各位レご深く感謝致します♂

　　”、1　　．』文空 1献
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窪他、ξ父親の育児に関ずる認識と実践にづいて

ろうと考えられる項目ばかりで，父親の子ども観や育児

の実践に，．根本的な導い．もたらす要因4な¢てめなレきと

思われた。

　母親の職業9登無蔭零至零刃結果嗜差渾肇鷲惹であろ

うぐと予測される項目は，育児の実践面におい応矯ある。

しかし今日の調査の結果，・／実践面で差があづたのはヤ．乳

児期の世話だけ鶏母幾が有職の場合バ父親な筑児め世

話をよ‘している比もがかわらず，自合評価韓添充分で

あると答えた者が多かった③母窺の職業の有無によ一ρ

て・望む学歴・准学させ孝い翠申豊、名翠璽自弓豫1にヂ何

教差が生じたのか不明である。母規g嘩業の布無嫡一傘

親の社会的背景と深く結びついていることが予想される

が，今後は，母親の職業の内容や時間，・家庭内における

位置づけなど，も考えあわせなけぬ弍なちな》・逃あるろ

う。

錫上・みてぎ孝審うに・父親の育児に闘する認識や実

球に影響を及ぼすと考えられる因子貌子ξ庵g聾遡や出

生順位，母親の職業の有無といった条件よ1り一転．父親の

年齢，学歴，職業など』父親の社会的背景による条件で

あ’ることがわかった。

　今後，前述の父親の権威と共に，父親の役割に対する

父親の認識と実践についても調査を継続したい。

　V要’．約添；，．

　父親のあるべき姿篶舜事り傘稗豫鰭？賛て爾講査研究

は，母親のそれに比べてまだ充分ではなくジ．明らかにさ

れていない点が多い。

，神奈川県下の2保育園，3幼稚園の協力を得て，アソ

ケート形式により・幼児リヤ渦父親の子ども観・、、育卑参

加の状況・それらに影響してy渦要零に？黛鷺調査し

た。回収率は79．1％，675名の父親から回答を得た。

　最多の回答匠よると1，、r望む子ども像ほ，健康で元気

がよく，やさしく，意志が強いこと。進学ほ敦養を高め

るため，、六鴬までか本人まかせ。．、子どもの反抗嫡久母1こ

対してあ？た。子どもの相手は必要なことである。しつ

けの方針は父母の話しあいによる。『しつけの方法は言葉

で注意する。反抗に対しても言葉でしかる。子ども生ま

れた時の母子の世話はあまりせず，乳児期の世話は少し

手伝う程度。現在子どもの相手は時々する。父親とし

て，よくやっているという自己評価。父親自身は優しく

信頼できる存在であるが自分の父親は厳しかった」とい』

う結果であった。

　現代の父親は・・戦前ρ父親1こ些べ為ζ・子どもに対し

て親しみのある存在として，子どもに接近しており，権

威をもっ七，一、争どもに．「距離」をおいて這る父親ほ少な

くなっているようであった。また，1子どもにほ，』 会性

よりも，性格，能力を重んじる題向力1鰺られ孝。、，、、

　調査結果を，一子ども側の条件〈性別，出生順位〉と父

、輝の荏余帥背景ζ嬉よづ驚卑較検討レ㊧乏ころ・後者に

よる差節が多餓撃誘iう糠・・．「辮の讐別で

は，望む子ども像1反抗期の有無，子どもの相手をする

時の気隷 しつけの方法…、反抗への対処法の5項目に差

があった。1．父親の学歴別では，．望む子ども燥，進学ず子

どもが生ま薙た時の母子の世話1父親自身の自己像，1自

飽蟻の人榊5嘲唯があっ為露親職業別で
犠望むモ～類像1・進学・，子ど適の相手をする時㊧気

持・しつげ⑫方洗子どもが生まれた時の・母子の世話・

モどもの相手をする時ほかに加わるもの，父親としズの

自i己評価の7項月に差があった。

　以上の結果．・父親が子ぎもに働きかけるどき，子ども

側の条件よgも，冬親礎獲奢的背舞のヵが済子鳶噴忙与

える影響は大きいどいう之とがわかったポ～・一

　最後に，この調査に御協力いただいた，和泉保育園，

二本松保育園，相模白ゆり幼稚園，一めぐみ幼稚風．海老

名みなみ幼稚園の関係各位ば深く感謝致し．ますも1
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表5　父親の育児の実践
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そ　の　他 12 1．8 0 0 11 ・2．1 1 1．2 2 2．9 4 1．3 3 1．3 6 1．9 6 1．9 6 1．6 3 1．2 4 1．3 5 1．6
り4 3．5 7 2．1

計 675 一
61

一
529

一
⑧2

一
70

一
311

一
226 一

311
一

315 一
368

一
257

『
320 一

305
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114
一
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一
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表6　自分の父親の人柄，父親の自己像及び自己評価
注｛　※：重複回答あり
　123：P＜0．01

　⑱：Pく0．025

　囮：Pく0．005

全．体
父　親　の　年　齢 父　親　の　学歴 父親の職業 子どもの出生順位 子どもの性別 母親の職業

20　代『 30　代 40　代 中　卒 高　．卒 大　卒 事務系 技能系 第1子 第2子以上 男　児 女　　児 有 無

N ％ N ％ N ％ N ％ N ％ 賛 ％ N ％ N一 ％一 N ％ N ％ N ％F N ％ N ％ N ％ N ％

厳しかった 218 32．3 19 31．1 160 30．2 29『 35．4 15 21．4 102 32．0 76 33．6 110 35．4 90 28．6 120 32．6 82 31．9 103 32．2 99 32、．5 34 29．8 93 28．2

優しかった 129 19．1 15 24．6 102 19．3 12 14．6 8 11．4 63 20．3 41 18．1 57 18．3 59 18．7 70 19．0 50 19．5 51 15．9 69 22．6 23 20．0 61 ユ8。5

頼もしかった 62 9．2 3 4．9 54 10．2 5 6．1 3 4．3 28 9．0 27 11．9 30 9．6 25 7．9 32 8．7 26 10．1 31 9．7 26 8．5 9 7．9 29 8．9

自分に期待をかけていた 33 4．9 5 8．2 22 4．2 6 7．3 1 1．4 15 4．8 16 7．1 14 4．5 13 4．1 15 4．1 16 6．2 10 3．1 21 6．9 8 7．0 15 4．5

こわくて近づけなかった 54 8．0 7 11．5 42 7．9 4 4．9 10 14．3 24 7．7 13， 5．8 19『 6．1 29 9．2 31 8．4 17 6．6 22 6．9 26 ．5 7 6．1 27 8．1

放っておかれた 71 10．5 6 9．8 56． ’10．6 9 11．0 霊7 24．3 30 9．6 22 9．7 33 10．6 34 10乙8 41 11．1 26 1051 41 12．8 26 8．5 17 14．9 44 13．3

ゆかいな人であった 19 2．8 1 1．6 14 2．6 4 4．9 1 ’1．4 9 2．9 6 2．7 5 1．6 11 3．5 9 2．4 9 3．5 10 3．1 8 2〕6 4 3．5 10 3．0

過保護であった 3 0．4 0 0 2 0．4 1 1．2 0 0 3 1．0 0 0 0 0 3 1．0 2 0．5 0 0 2 0．6 0 0・ 2 1．8 1 0．3

子どものいうなりになった 5 0．7 1 1．6 3 0．6 1 1．2 0 0 4・ 1．3 1 0．4 2 0．4 2 0．6 3 0．8 1 0．4 2 0．6 2 0．7 3 2．6 1 0．3

特に印象なし 122 18．1 14 23。0’91 17．2 16 19．5 11 15』7 57 18．3 40 17．7 55 17．7 61 19．4 72 19．6 41 16．0 59 18．4 54 17し7 25 21．9 68 20．6

その頃，父なし 44 6．5 2 3．3 34 6．4 7 8．5 6 8．6 119 6．1 16 7．1 20 6．4 23 7．3 22 6．0 21 8．2 24 7．5 19 6．2 4 3．5 22 6．7

そ　の　他 14 2．1 2 3．3 10 1．9 2 2．4 1 1．4 6 1．9 6 2．7 4 、1．3 5 1．6 6 116 5 1．9 5 1．6 6 2．0 2 1．8 4 1．2

厳　し　い 169 250 17 27．9 139 26．3 12 14．6 12 17．1 87 28．0 50 22．1 71 22．8 86 27．3 88 23．9 68 26．5 、86 26．9 70 23．0 ⑩ 35．1 ⑫ 21．8

優しく信頼できる 269 39．9 20 32．8 211 39．9 37 45．1 20 28．6 峯22 39．2 100 44．2 148 47．6 108 34．3 148 40．2 98 38．1 124 38．8 122 40．0 ⑳ 28．1 ⑭ 44．2

よき指導者 38 5．6 5 8．2 29 5．5 4 4．9 2 2．9 響8 5．8 17『 ・7．5 19 6．1 15 4．8 22 6．0 14 5．4 23 7．2 13 4．3 ⑨ 97．9 ⑬ 3．9

口やかましい 48 ，7－ 4 6．6 38 7．2 6 7．3 9 12．9 24 7．7 竃2 5．3 16 5．1丁25 7．9 23 6．3 22 8．6 32 10．0 13 4．3 ⑪ 9．6 ⑳ 6．7

冷　　　い 10 1．5 0 0 10’ 1．9 0 0 1 1．4 4 「1。3 3 1．3 2 0．6 6 1．9 6 1．6 3 1．2 3 0．9 6 一210 2 1．8 6 1．8

暗い気分にさせる 1 0．1 0　・0 1 0．2 0 0’ 』0 0 ’0 0 0 0 1 0．3 0 0 1 0．3 0 0 1 0．3 、0 0 1 ’0．9 0 0
単なる同居者 10 1．5 0 0 7 1．3 3 3．7 0 0 3 1．0 5 2．2 7 2．3 3 1．0 7 1．9 13 1．2・ 4 1．3 6 2．0 2 1．8 5 1．5

明るく楽しい 129 19．1 12 19．7 98 18．5 18 22．0 19 27．1 50 16．1 23 10．2 58 18』6 59 18．7 71 19．3 49 19．1 57 17．8 63 20‘7 18 15．8 66 20．0

何でもわがままがきく 50 7．4 8 13．1 37 7．0 5 6．1 10 14．3 21 6．8 雀4 6．2 21 6．8 26 8．3 24 6．5 22 8．6 22 6．9 24 7．9 10 8．8 23 7．0

頼りない 4 0．6 0 0 4 0．8 0 0 0 0 2 0．6 2 0．9 1 0．3 3 1．0 4 1．1 0 0 、2 0．6 2 1・0．7 1 0．9 3 0．9

そ　の　他 40 5．9 5 8．2 33 6．2 1 1．2 5 7し1 16 5．1 12 5．3T16 5．1 21・ ．6．7 22 6．0 16 6．2 17 5．3 21 6．9 8 7．0 18 5．5

充分よくやっている 27 4．0 3 4．9 ．20 3．8 4 4．9 1 1．4 17 5．5 9 4．0 圃 5．1 回一 2．9 18 4．9 7 217 14 4．3 11 3．6 5、 4．4 11、 3．3

充分とは言えない魁よくやっている 421 62．4 36 59．0 333 62．9 50 61．0 42 60．0 199 64．0 137 60．6 188 60．5 205 65．1 230 62．5 162 63．0 202 63．1 190 62．361ノ 53．5208ア 63．0

不充分であった 58 8．6 7 11．5 42 8．9 8 9．8 3， 4．3 28 9．0 22 9．7 圃 11．3 囮 4．8 32 8．7 22 8．6 28 8．8』26 8．5 15 13．2 26 7．9

子どもは放っておけばよい 23 3．4 1 1．6 20 3．8 2 2．4 6 8．5 ・7 ・2」3 7 3．1 12 3．9 10 3．2 11 3．0 6 2．3 11 3．4 7 2』3 8 7．0 9 2．7

子どものことは母親まかせ 99 14．7 7 11．5 79 14．9 13 15．9 12 17．1 42 13．5 34 150 40 12．9・54 171 49 133 42 163 41 128 51 167 15 13．2 53 16．1

わからない 29 4．3 3 4．9 23 4．3 3 37 3、 4．3 13 42 11 49 14 4．5 15 4・8 18 49 11 43 17 5．3 10 33 6 5．3 17 5．2

そ　の　他 18 2．7 4 6．6 12 2．3 2 2．4 3 4．3 5 16 6 2．7 6 1．9 7 2．2 10 2．7 7 』2．7 7 2．2 10 3．3 4 3．5 6 1．8

計 675
一

61
一

529
｝

82
一

70
一

311
一

226 ｝　鮎 、311 一 315 一
368

一
257

｝
320

一
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一
114 一
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一
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